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本日のコメントについて 
!  コメンテーターの専門領域から、比較事例は主として中国

語圏の研究図書館と、欧米の中国研究の図書館が中心。	

!  実は、立地条件や補助金の性質などで研究図書館は〜と
は一概に言えない。	

→例えば、市中心部ゆえに、滞在型サービスを拡充させる
か。遠距離ゆえに、非来館型サービスを拡充させるか等。	

!  用語についての補足：	

・研究者／研究図書館／ユーザー…内部のメンバーのみで
はなく、外部の関心のある者も含むこととする。	

	



コメンテーターについて 
!   1977年、東京生まれ。	

!  中国研究者としてのキャリア＝ユーザー	

・2000〜2007年　慶応大学及び東京大学大学院院生
（2003〜2005年中国に留学、2010年東京大学より博士号）	

・2012〜現在　中部大学にて中国語・中国史・中国政治関係
の教員として学生を教育・指導。	

!  文書館・図書館員としてのキャリア	

・2000〜2003年　国立公文書館アジア歴史資料センター調
査員→デジタルアーカイブの構築	

・2007〜2012　東洋文庫研究員→NIHU地域研究プロジェクト
において５年の期間に電子図書館の構築、NACSIS webcat
への登録、蔵書構築、デジタルリソースの導入整備など実施。	



コメンテーターについて 
!  コメンテーターが感じる顕著な問題としては、デジタル化へ

の対応の遅れ（デジタル・ネイティブの学生・若手研究者と
のデジタル・ディバイド）	

→文系の大学生の卒論執筆にはcinii等の検索が不可避。	

→デジタル化は図書館の固定業務をだいぶ減らした筈…	

! コメントは、概観の後、①多メディア・デジタル化について、
②ユーザーへの情報発信・交流、③対外連携とDB・アー
カイブの構築、という３つのテーマについて、４つの発表と、
コメンテーターのこれまでの経験から得られる知見を整理	

! 記号…＃発表館の事例に関係、※中国研究の事例に関
係、◎お聞きしたいこと。	

	



総論…研究図書館（界）の現状 
!  現在は情報環境の転換期。インターネットの一般化や

Amazon等オンライン書店の台頭、グローバル化の進展に
より、専門知や外国の情報が簡単に手に入るように。	

→民間では、ナウカ書店など専門書の販売・出版業者の廃
業という形で影響が出始めている。	
http://www.shinbunka.co.jp/kakonews/2006/kako06-07.htm	

→以前のように、文献資料を収集・整理・閲覧に供するだけ
ではプレゼンスは低下。非文献資料をどう扱うか？	

→研究図書館が在ることが／に来ることが　どのようなメリッ
トをもたらすのか、アピールする必要。	

＃アジア経済研究所「印刷媒体から電子媒体へのシフト」、
BOZCOLI「情報提供力≠蔵書数」	



多メディア／デジタル化への対応 
!  研究図書館に来ることのメリット…有償大型データベース

への接続（個人での契約は無理だから）	

→しかし、データベース無しの研究は成立しえない。なぜな
ら、最新の学術成果はウェブで発表され、データベースに登
録される傾向。特に理工系で顕著。	

※慶應矢上図書館では書架を撤去、ラーニングスペースへ。	
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/031/shiryo/__icsFiles/
afieldfile/2013/05/21/1335158_3.pdf	

!  有償大型データベースへの契約・接続は個人では無理	

→これこそ図書館の出番では？これは理工系ばかりでなく、
人文系でも。	

	



多メディア／デジタル化への対応 



多メディア／デジタル化への対応 
※中国研究の場合、CNKIと
いった論文データベースの検
索は必須。CNKIとは、中国版
Ciniiのこと。しかし1990年以
降の論文だったら、ほとんど
全てがCNKIに存在。中国の
研究動向を探るには必須。台
湾なども博論の電子・無償公
開化が進んでいる。	

※アメリカの研究大学では
CNKIはもちろん、大量のデー
タベースを大量に購入	

	



多メディア／デジタル化への対応 
!  極論：オープンアクセスの高邁な理念は、研究者にとって

みればどうでもいい。現在、アクセスできるかどうかが重要。	

→高価な場合は、業者との交渉やコンソーシアム結成も視
野に入れて…	

!  一歩進んで。歴史研究では、データベース以外に、非文字
資料（ポスター、絵はがき、音声資料etc…）をどう扱うか、
というのが一つのトレンド。研究者に取ってみれば、こうし
た非文字資料も図書館が取り扱えるのかというのは気に
なるところ。	

→画像資料は、宣伝やウェブサイトなどで使い勝手がよい。	

◎DBやデジタル資料も含め、非文字資料の取り扱いに
ついてどうしているかお聞ききしたい。	



デジタル化への対応 

	 ※東洋文庫における『申
報』データベースの導入	

2012年、中国・愛如生社より
購入。『申報』とは、近代中国
において、最も影響力があり、
また長期間(1877～1949年）発
行された新聞。全記事のテキ
スト検索が可能。購入金額
236万円は、他機関との共同
利用を前提にプロジェクト実施
機関である人間文化研究機
構に追加申請し交付された。	
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デジタル化への対応ーおまけ 
!  DBへの接続の必要やお金が無く

ても、できる／必要なことはある。	

◎DBの出力結果や、コピーに代わ
るスキャンや撮影結果をデジタルメ
ディアで提供していますか？	

※上海図書館や香港中文大学中
国研究服務中心では、CDやUSBメ
モリなどへのコピー可。	

→遠方から来た研究者にとって、嵩
張り、重い紙の束よりも、デジタル
データの方が効率的。	



デジタル化への対応ーおまけ 



デジタル化への対応ーおまけ 



デジタル化への対応ーおまけ 
◎外部利用者がインターネットへ接続可能ですか？	

→大学などではeduroamなどのプロトコルがある。	

	 eduroam (䜶䝕䝳䝻䞊䝮) 䛿䠈Ḣᕞ䛾

TERENA䛷㛤Ⓨ䛥䜜䛯ᩍ⫱䞉◊✲ᶵ㛵

⏝䛾↓⥺LAN 䝻䞊䝭䞁䜾ᇶ┙䛷䛩䠊

⌧ᅾ䠈Ḣᕞ⣙40䛛ᅜ䛻ຍ䛘䛶䠈䜸䞊

䝇䝖䝷䝸䜰䠈㤶 䠈᪥ᮏ䠈ྎ‴䠈䝙䝳䞊

䝆䞊䝷䞁䝗䠈䜹䝘䝎䠈⡿ᅜ䠈䝻䝅䜰䠈㡑ᅜ䠈

䝅䞁䜺䝫䞊䝹䠈䝍䜲䛺䛹䛜ຍ┕䛧䛶䛚䜚䠈

䜻䝱䞁䝟䝇↓⥺LAN䛾ᅜ㝿ⓗ䛺䝕䝣䜯

䜽䝖䝇䝍䞁䝎䞊䝗䛻䛺䛳䛶䛔䜎䛩䠊

ᶃᶂᶓᶐᶍᵿᶋỂ˴ầỂẨỦỉᾎ

ỄạẴủịМဇỂẨỦỉᾎ
• ᶵ㛵䛸䛧䛶eduroam JP 䛻ཧຍ⏦ㄳ (↓ൾ) 䛜ᚲせ䛷䛩䠊

• ⏝⪅䛿䠈⮬ศ䛾ᡤᒓᶵ㛵䛷ID䛜ྲྀᚓ䛷䛝䜎䛩䠊

ỄẮỂ̅ảỦỉᾎ

ẐᶃᶂᶓᶐᶍᵿᶋᴾᵨᵮẑầоỦἸἥỿἑἋỿἵὅἣἋؾ

Ẑᶃᶂᶓᶐᶍᵿᶋ ᵨᵮẑᵋ ଐஜỆấẬỦᨥዴᵪᵟᵬἿὊἱὅἂؕႴ

বఏभय़কথঃ५૮LANَeduroamُ
http://www.eduroam.jp/

৾੦ೕਤ ৾੦ೕୖ ৴੦ೕॳش
7(/������������� )$;�������������

• ཧຍᶵ㛵䛾䜰䜽䝉䝇䝫䜲䞁䝖䛜⏝䛷䛝䜎䛩䠊

• 㛵ᮾᆅ༊䛾㈚㆟ᐊ䚸䜹䝣䜵➼䛾බ⾗↓⥺LAN䝃䞊
䝡䝇䛾䜰䜽䝉䝇䝫䜲䞁䝖⣙130ᇶ䛜⏝䛷䛝䜎䛩䠊

• TERENA䛾䜴䜵䝤䝃䜲䝖 http://www.eduroam.org/ 
䛛䜙ཧຍᅜ䞉ᶵ㛵䝸䝇䝖䜔䝬䝑䝥䛜ぢ䜙䜜䜎䛩䠊

9 ⮬ᶵ㛵䛿䜒䛱䜝䜣䠈ᅜෆእ䛾ゼၥඛᶵ㛵䛾↓⥺LAN䛜⏝ྍ⬟䛷䛩

9 ⌧ᆅ䝇䝍䝑䝣䛾ᡭ䜢䜚䛪䛻䠈↓⥺LAN䛻䜘䜛㧗㏿䝛䝑䝖䝽䞊䜽䛜

䛔䛴䛷䜒⮬⏤䛻䠈↓ൾ䛷⏝䛷䛝䜎䛩䠊

9 ㄆド㐃ᦠ䛻䜘䜚䠈ᡤᒓᶵ㛵䛷Ⓨ⾜䛥䜜䛯ID䛜䛹䛣䛷䜒䛘䜎䛩䠊

9 ༢ไᗘ䛻䜘䜛Ꮫ⏕䛾⛣ື䜢䝃䝫䞊䝖䠊

9 㧗㏿䝛䝑䝖䝽䞊䜽䜢⏝䛧䛯᪂䛧䛔ᤵᴗᙧែ䜢䝃䝫䞊䝖䠊

9 䝴䞊䝄ㄆド䛸㏻ಙ䛾㧗䛔䝉䜻䝳䝸䝔䜱䜢☜ಖ䛷䛝䜎䛩

9 1X᪉ᘧ䛻䜘䜛Ᏻ䛺䝴䞊䝄ㄆド䠊ഇᇶᆅᒁᑐ⟇䜒ྍ⬟䠊

9 WPA/AES䛻䜘䜛ᙉຊ䛺㏻ಙᬯྕ䠊

9 ᵝ䚻䛺➃ᮎ䛜䛘䜎䛩

9 Windows䜔Mac䛿䜒䛱䜝䜣䛾䛣䛸䠈iPhone䜔Android䛺䛹䛾ᵝ䚻䛺ᶵჾ䛜䛘䜎䛩䠊

9 Ꮫ⾡ㄆド䝣䜵䝕䝺䞊䝅䝵䞁䛸䜒㐃ᦠ䛷䛝䜎䛩 (䜸䝥䝅䝵䞁)
9 NII䛜㐠⏝䛧䛶䛔䜛䛂Ꮫ⾡ㄆド䝣䜵䝕䝺䞊䝅䝵䞁䛃䛻

ᶵ㛵䛜ཧຍ䛩䜛䛣䛸䛻䜘䜚䠈Shibboleth 䛾䜰䜹䜴䞁䝖

䜢⏝䛔䛶 eduroam 䛜⏝䛷䛝䜛䜘䛖䛻䛺䜚䜎䛩䠊

eduroam䛿2006ᖺ䛻ᅜᏛඹྠ㟁Ꮚㄆドᇶ┙ᵓ⠏

ᴗ(NII)䛾୍⎔䛸䛧䛶᪥ᮏ䛻ᑟධ䛥䜜䠈⌧ᅾ䛂eduroam JP䛃䛾
ྡ⛠䛷䠈NII䛜ᮾᏛ䛸ඹྠ䛷ᅜෆ䛻䛚䛡䜛㐠⏝䞉䝃䝫䞊

䝖䠈ᢏ⾡㛤Ⓨ䛺䛹䜢⾜䛳䛶䛔䜎䛩䠊

2014ᖺ1᭶Ⅼ䛷䠈ᅜෆ57ᶵ㛵䛜eduroam䛻ཧຍ䛧䛶䛔

䜎䛩(๓ᖺᗘẚ +14ᶵ㛵)䠊᪂௦䛾ᩍ⫱䞉◊✲䜢䝃䝫䞊䝖䛩

䜛ሗ䜲䞁䝣䝷䛾୍䛴䛸䛧䛶䠈ከ䛟䛾ᶵ㛵䛾ཧຍ䜢䛚ᚅ䛱䛧䛶

䛚䜚䜎䛩䠊

JP server
(secondary)

http://eduroam.jp/

㼑㼐㼡㼞㼛㼍㼙㻌㼀㼛㼜㻙㼘㼑㼢㼑㼘 㼟㼑㼞㼢㼑㼞㼟㻌㻔㻭㼟㼕㼍㻙㻼㼍㼏㼕㼒㼕㼏㻕 
㼑㼐㼡㼞㼛㼍㼙㻌㻱㼡㼞㼛㼜㼑㻌㻒㻌㻭㼙㼑㼞㼕㼏㼍

JP server
(primary)



ユーザーへの情報発信・交流 
!  研究図書館におけるニーズの把握、プレゼンスの強化に

は、ユーザーとのコミュニケーション、こちら側からの情報
発信が必須。	

＃アジア経済研究所図書館「日常的な職員間のコミュニケー
ション」、国会図書館「情報提供」	

!  利用者の数が、収入（＝補助金）に直結する場合は、より
広い範囲のユーザーへの発信と交流が必要	

※東洋文庫友の会、アジ歴サポーターズなど。	

　↑↓	

＃斎藤報告にある東南アジアの研究者サービスの事例（＝
深く、狭く）	

	



ユーザーへの情報発信・交流 
!  ※ハーバードイェンチン研究

所、台湾・国家図書館漢学研
究センターなどでは、
Facebook等SNSを活用	



対外連携とDB・アーカイブ構築の結合 
!  リソースの拡充は、やはり

図書館にとっては大きな関
心。しかし予算は…	

→実は金銭を用いず自館のリ
ソースを増加させる方法が！	

※台湾・中央研究院と中国・
中国社会科学院の事例。自
館で作ったデータベースや画
像データを特定の機関に、相
互に限定的に提供。	

リソースシェアリング？Or	

データ貿易？	

	

	

中国社科院	

自己製作のデ
ータベースや
データセット	

台湾中研院	

自己製作のデー
タベースやデータ
セット	
	

　　他	



対外連携とDB・アーカイブ構築の結合 
→自館に価値のあるデータがあることと、デジタル化されて
いることが前提。	

＃ＤＢ・アーカイブ構築については、アジ経や斎藤報告にあ
るように東南アジアでも実施（＝新聞切り抜き）。東南アジア
では、訪問研究者による寄贈資料の受け入れ等も興味深い。	

◎対外連携とＤＢ・アーカイブ構築の結合についての事例・ト
ラブル等はありますか？	

※この他、上海図書館や中国	

研究服務中心、東洋文庫、東	

文研、京大東南アジア研究所、	

京大人文研等でも構築は実施。	

	

	



対外連携とDB・アーカイブ構築の結合 

	

	



結論みたいなもの？ !  短期的には、	

①ユーザーへの発信・交流による、存在意義のアピール、
ユーザーニーズの把握によって価値を高めていく、	

②研究図書館間の提携・協力によって価値を高めていく、な
どの方策が考えられる（究極的には分担収集まで）。	

→①②ともに、デジタル技術とそれに付随する著作権法に強
い職員が存在するかどうかがカギ。養成するか、採用するか。	

→業界的・国会図書館で支援？	

!  中期的には、①スタッフの分化（インフラ系、研究系…)	

②書籍中心の「図書館」を脱し、参加や来館によってユー
ザーにメリットが与えられる空間を目指すべき？	

!  各館の目指す方向性によって、アクセントをつけるべき。	

	

	


